




当協会の年末年始の営業について

〈マイナビ転職〉

〈応募要領〉

　当協会では、体制強化の一環として新たな人員を募集しております。
　『福島県の経済発展を支える』というやりがいと、公的機関の正職員という安定性で長く活躍できる
仕事です。転勤は県内のみ、ワークライフバランス◎、福利厚生も充実しています。
　ともに福島県に貢献したい志のある方のご応募をお待ちしております！

　当協会では今年度より、「より働きやすい職場環境づくり」の取組として、年末の営業日を変更させ
ていただきます。
　このため、関係機関をはじめみなさまにおかれましては、ご不便をおかけいたしますこと、何卒ご理
解賜りますようお願い申し上げます。

＜変更内容＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　最終営業日　変更前　12月29日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変更後　12月28日

2025年度　職員募集（経験者採用）を実施します！

応募期間：2025年９月30日（火）～11月24日（月祝）（必着）

■　応募対象者
　高卒以上/男女不問/45歳未満の方※若年層の長期キャリア形成を図るため

■　応募方法
　右図QRコードのマイナビ転職「応募フォーム」からご応募ください

■　選考方法
　書類選考・適性検査・面接試験

■　問い合わせ
　総務部総務企画課　採用担当　佐藤・小山
　☎024-526-2331　　soumu@fukushima-cgc.or.jp

当協会の会社概要、
採用後の待遇等のほか

先輩職員インタビューを掲載

お知らせ

休 業 期 間

最終営業日

営業開始日

2025年12月27日（土）から　2026年１月４日（日）

2025年12月26日（金）17：15まで

2026年１月５日（月）９：00から

今年度の年末年始の営業について
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９月の保証動向
　９月中の保証承諾は、件数964件（前年同月比98.9％）、金額161億06百万円（同100.2％）となり、
前年同月に比べて件数は下回ったが、金額は上回った。
　保証債務残高は、件数39,796件（同98.1％）、金額4,834億15百万円（同96.1％）と、前年同月よ
り件数で757件、金額で196億20百円減少した。
　代位弁済は、件数32件（同76.2％）、金額３億58百万円（同62.8％）となり、前年同月に比べて件
数、金額ともに下回った。

◆９月の概況

◆保証承諾の推移

項　　　　目
当月中 当月末

件　数 金　額 金額前年比 件　数 金　額 金額前年比
保 証 申 込 994 16,301 98.8 4,720 75,691 90.3
保 証 承 諾 964 16,106 100.2 4,465 72,096 90.6
保 証 債 務 残 高 39,796 483,415 96.1
代 位 弁 済 32 358 62.8 286 3,155 85.2

（単位：百万円、％）

（単位：百万円、％）

年度
月

５ ６ ７ 年度
月件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比

４ 527 7,530 125.8 612 10,536 139.9 540 7,708 73.2 ４
５ 753 11,610 149.3 792 12,135 104.5 641 10,138 83.5 ５
６ 811 12,872 129.4 944 16,423 127.6 858 14,348 87.4 ６
７ 787 13,134 152.8 880 15,408 117.3 753 12,233 79.4 ７
８ 780 11,747 129.6 613 9,029 76.9 709 11,563 128.1 ８
９ 980 16,112 105.9 975 16,069 99.7 964 16,106 100.2 ９

上期計 4,638 73,006 129.0 4,816 79,600 109.0 4,465 72,096 90.6 上期計
10 784 12,682 144.6 776 11,786 92.9 10
11 734 12,009 112.4 675 10,564 88.0 11
12 1,031 17,933 150.8 911 15,027 83.8 12
１ 597 9,126 113.2 587 9,110 99.8 １
２ 715 10,873 83.5 647 11,361 104.5 ２
３ 959 16,699 78.5 946 16,113 96.5 ３

下期計 4,820 79,322 107.6 4,542 73,961 93.2 下期計
合　計 9,458 152,328 116.9 9,358 153,561 100.8 4,465 72,096 46.9 合　計
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（単位：百万円、％）

◆保証債務残高の推移

年度
月

５ ６ ７ 年度
月件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比

４ 44,131 563,012 99.2 40,978 513,172 91.1 40,448 491,415 95.8 ４
５ 43,818 557,821 99.0 40,836 508,689 91.2 40,212 487,070 95.7 ５
６ 43,363 552,136 98.3 40,710 507,264 91.9 40,063 485,433 95.7 ６
７ 42,963 546,571 97.4 40,606 506,463 92.7 39,920 484,624 95.7 ７
８ 42,758 542,677 96.8 40,557 504,075 92.9 39,814 483,230 95.9 ８
９ 42,659 540,299 96.1 40,553 503,035 93.1 39,796 483,415 96.1 ９
10 42,504 537,049 95.4 40,665 503,020 93.7 10
11 42,291 534,050 95.0 40,585 500,550 93.7 11
12 42,066 532,951 94.5 40,644 500,703 93.9 12
１ 41,850 528,376 94.1 40,611 498,313 94.3 １
２ 41,617 524,232 93.4 40,577 495,827 94.6 ２
３ 41,252 519,462 91.8 40,585 496,004 95.5 ３

年度
月

５ ６ ７ 年度
月件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比 件　数 金　　額 前年比

４ 17 181 127.4 30 430 237.9 35 385 89.7 ４
５ 34 438 114.2 40 487 111.2 53 611 125.5 ５
６ 39 615 2,194.4 45 482 78.5 43 413 85.7 ６
７ 33 468 167.1 72 1,180 252.3 70 798 67.7 ７
８ 32 412 114.8 60 553 134.3 53 589 106.5 ８
９ 25 294 64.4 42 569 193.7 32 358 62.8 ９

上期計 180 2,406 146.0 289 3,701 153.8 286 3,155 85.2 上期計
10 39 635 132.1 65 678 106.8 10
11 40 524 304.7 63 872 166.4 11
12 36 389 161.6 73 895 230.1 12
１ 45 524 246.2 34 306 58.4 １
２ 53 652 152.5 43 473 72.6 ２
３ 45 651 200.4 64 968 148.8 ３

下期計 258 3,374 181.6 342 4,192 124.2 下期計
合　計 438 5,780 164.9 631 7,893 136.5 286 3,155 40.0 合　計

◆代位弁済の推移
（単位：百万円、％）
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支店長

　　志賀　栄雄 様

〈略歴〉平成５年４月　入庫
　　　　令和３年６月　内郷支店長
　　　　令和５年10月　湯本支店長

〈趣味・特技〉映画鑑賞
　　　　　　　熱帯魚観賞・飼育

ひまわり信用金庫　湯本支店

保証利用状況
（令和７年９月末現在）
湯本支店　496 百万円

・地域の魅力を教えてください
　常磐湯本町は、古くからの温泉街で、開湯は奈良時代とされています。鎌倉時代には「三箱の湯」
として知られ、明治期には自噴泉源95箇所、年間２万人を数える湯治場として、野口雨情、山村暮
鳥など数多くの文人墨客にも愛され、常磐炭鉱の街としても栄えました。また、昭和30年代から押
し寄せたエネルギー革命により閉山となりましたが、昭和41年１月に豊富な温泉を活用した観光施
設「スパリゾートハワイアンズ」（旧名：常磐ハワイアンセンター）が開業されました。平成18年９
月には開業までの実話を基に映画化された「フラガール」が封切られ、全国的に話題となりました。
地域活性化に向けた取り組みとして、湯本温泉「フラのまち宣言」、旅館女将有志で構成される「フ
ラ女将」の活動など盛んに行われおり、湯本駅周辺土地区画整備事業と（仮称）常磐地区交流拠点施
設整備事業も進められています。
・おすすめのスポットを教えてください
　金刀比羅神社（常磐関船町）を紹介します。
　永正２（1505）年、現宮司家の第３代目にあたる威寳院弘栄が、日頃尊拝する四国の金毘羅大権
現の御分霊をこの地にお祀りしたのが始まりです。以来、御神威は、「いわきのこんぴらさま」とし
て親しまれています。毎年１月10日の例大祭は、「初こんぴら」とも言われ、海上安全、
商売繁盛を願い、福だるま（いわきだるま）や熊手を買い求める人で賑わいます。

１．地域のことについておしえてください！

− 4 −「保証月報 10 月号」



〈支店の皆さま〉
後列左から　伊藤係長、門馬さん、
志田さん、原田さん
前列左から　佐新田さん、志賀支店長、
小川副長、寺谷さん

・仕事をするうえで心掛けていることはありますか
《朝の挨拶》
　挨拶は、相手の存在を認め、尊敬を示す基本であり、良好なコミュニケーションのきっかけとなり、
信頼関係を築くためには不可欠であると考えます。その中でも朝の挨拶は、体調の良し悪しが感じ
取れるバロメーターだと思っており、元気に「おはようございます」と職員一人ひとりに挨拶し、
職員の挨拶の返しに変化がないかをチェックすることを心掛け、お互いに気持ちの良い１日がスター
トできるよう取り組んでいます。
・支店長の信条・モットーを教えてください
《お客さまと職員への感謝》
　思いやりの気持ちを持って、常にきめ細やかな対応と感謝の気持ちを大切にしています。
《目標へのチャレンジ》
　事業計画達成などの目標に対して、結果を恐れずに行動していきます。

３．支店のことについておしえてください！

２．支店長についておしえてください！

・支店について教えてください
　1970（昭和45）年12月に当時の小名浜信用金庫の湯本支店として常磐湯本町に開設し、現在に至っ
ています。支店周辺には、湯本駅を中心に温泉旅館、物販店、飲食店、病院、学校などが近接し
ており、窓口には日頃から同事業に携わるお客さまが来店されています。
・支店のメンバーの特徴を教えてください
　現在のメンバーは、男性４名、女性４名の合計８名です。「街の応援団・町のパートナー」をキャッ
チフレーズに「地域No.１の金融サービス」を目指して、全職員が５つのプラスα（笑顔・親切・感謝・
誠意・気配り）を心掛けてお客さまに接遇しています。
・地域の中で、どんな存在でありたいですか
　企業や個人のお客さまに金融支援、情報提供を行うともに、課題解決にも積極的に取り組むほか、
信用金庫業界の全国ネットワークを活用し、観光客の誘致やビジネスマッチングにも取り組み、地
域から頼られる支店でありたいと考えています。
　また、全職員が常にお客さまの身になったきめ細かな対応をすることで、「ひまわり信用金庫」と
いうブランド（企業価値）の更なる向上を図り、地域のお客さまから選ばれる「お客さま
満足度No.１」の支店を目指してまいります。

「保証月報 10 月号」− 5 −



　

株式会社 恵和

　今月号はいわき市で居住介護支援事業所
やデイサービス、訪問介護を営む（株）恵和
さんをご紹介！

　他業種から転身して介護業界へ進出、起
業後さまざまな苦労や震災、コロナ禍に直
面しながらも経営を支え続ける代表取締役
の髙橋昭彦さんにお話を伺いました！

　昭和51年、大学卒業後、県内のバス会社に就職した髙橋さん。25年以上にわたり、管理部門で路線バ
スの安全管理に従事した。一方、当時の介護業界はまだ発展途上。今のような認定制度もなく、高齢化の
進行とともに徐々に課題が認識され、施設整備の必要性が高まりつつあった。そんな介護業界に大きな変
化が訪れたのは、「介護保険法」が施行された平成12年のことだ。介護を社会全体で支えあう仕組みが確
立された大きな転換の年であり、以降、民間企業の参入も可能となった。その時代の変化を契機に、髙橋
さんは、いわき市を中心に介護事業を営む企業へ転職、介護という新たな業界に足を踏み入れた。

　まったく未知であった介護業界で、介護スタッフを指揮する職務に就
いた髙橋さん。デイサービスの立ち上げも経験し、介護のノウハウから、
会社経営の基礎まで、さまざまなことを業務を通じて学ぶことができた。
そのなかで、介護の今後の可能性や、自身がやりたい介護を考えるよう
になり、独立を決意。妻 ・ 恵美子さんを説得し、夫婦で協力して起業した。
「恵和（けいわ）」は恵美子さんの旧姓と名前からとったもの。穏やかで
あたたかいという意味を持つこの言葉のとおり、職員全員で利用者のみ
なさまに寄り添うサービスを常に心がけている。

　介護業界のはじまりと本格化へ

　穏やかであたたかい自分たちの介護を目指して

▲デイサービスの玄関を入ってすぐ目
を引く壁飾り。四季の情景を折り紙や
糸などを使って工作する。写真は見本
として職員が作ったもの。

プロフィール

創　　業　平成21年
事業内容　老人福祉·介護事業
デイサービス　恵和
所　在　地　いわき市平四ツ波字糖塚33-1
営業時間　９：00～ 16：10
定　休　日　土曜、日曜
　H　P　　https://www.day-keiwa.jp/
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　訪問介護を担う『ヘルパーステーション りあん』は、介助を必要とされる方が、住み慣れた自宅でよ
り安心して過ごせるよう支援するサービス。現在の恵和でもその需要は高く、多くの方にご利用いただい
ている。一方の通所介護『デイサービス 恵和』は、「安心して、一日をゆっくりとした時間のなかで過ご
してほしい」という職員の想いから開所。朝自宅へお迎えに行き、施設での入浴、個別機能訓練、昼食や
レクリエーションなどを利用者みんなで楽しみ、夕方自宅へお送りする。特に好評を得ているのは接する
職員の優しさで、「また来たい」「楽しい」と感じてもらえる場を提供できている。しかし、コロナ禍の休
業で利用が激減して以降、いまだ稼働率は低く、経営は苦しいまま。稼働率向上が急務であると判断した
髙橋さんは、会計事務所と金融機関の意見を参考に改善計画書の作成を独自で行った。

　改善計画書を作成したものの、具体的な施策や達成率の管理などに
課題があり、実行に移せていないと判断した金融機関と当協会担当者
からの勧めで、専門家派遣を開始。財務状況や事業概要の分析、利用
者アンケートなどの情報をもとに、専門家と金融機関、当協会担当者
の３者も交えたSWOT分析などで意見を出し合い、経営診断、経営計
画書の策定を実施した。「自分たちでは気づかない問題点も浮き彫り
になり、多岐にわたって改善点が見えてきた。こんなにみなさんに親
身になって当社のことを考えてもらえる機会はなく、感謝している。」
と髙橋さん。各部門ごとの稼働率の分析や、それまでは実施していな
かった各部門リーダー合同による月１回の報告会など、新たに策定さ
れた計画書をもとに着実に実行に移している。

　専門家派遣は実行支援へと歩みを進め、月１回程度で行っていたものを現在は半年に１回のペースで実
施している。これは、自立可能とするために必要であると判断し、専門家と当協会から提案したものだ。
計画未達とならないよう、髙橋さんとともに長期的に、しかし確実な改善に努めたいという想いがある。
髙橋さんも「引き続き３者を交えた支援が受けられることをうれしく思い、やるべきことは積極的に行い
たい」と意気込む。支援を通じて、職員との距離感にも変化があった。職員全員で必要なサービスを考え、
付加価値を高める、そんな姿が恵和に息吹く。

　はじめは訪問介護から、職員の声を発端にデイサービスも開所

　独自の改善計画を活かしきれない･･･専門家派遣へ

　通所介護の稼働率は好転へ、実行支援へと歩みを進める

代表取締役　髙橋昭彦さん

職
員
が
意
見
を
言
い
合
え
る
環
境
が
、

恵
和
ら
し
い
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が
る

▲デイサービスの様子。職員の心配りや笑顔が安心できる場所に。

取材を終えて～編集後記～

　多忙さや人手不足など大変なイメー
ジもある介護の現場ですが、取材を
通じて、職員のみなさんの利用者に
真摯に向き合う姿や、恵和だから働き
たいという意欲的な声に心打たれまし
た。地域の介護サービスを支える企業
として、安定した経営が実現できるよ
う、専門家派遣をきっかけにさらなる
成長を応援しています。 （企画担当K）

　同社のよいところは「恵和」という社名が表す「穏やかであたたかいサービス」
を、職員みなさんが当たり前に行っていることと、必要な改善策を即実行でき
る体制があることです。専門家派遣では、そのよいところを活かすための支援
として、訪問介護、通所介護ごとに目標数値を具体化し、現状とのギャップを
埋める策を協議しました。目標の数値化では、自ら管理方法も作り、現状との
ギャップの詳細が把握しやすくなりました。今後は、同社のよいところの周知
策もさらに強化することで、目標達成が継続することとなります（はずです！）。

専
門
家

　
星 

東 

氏
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信用保証
Ｑ＆Ａ 申込時の注意点について（その２）

保証申込の際に提出いただく書類はさまざま。いずれも、企業を審査す
る上でとても重要な情報です。内容に不足があると、確認に時間を要し
てしまったり、誤った保証料でご案内してしまったりすることも･･･。
今回のテーマは、「添付を忘

・ ・ ・ ・

れがちな必要書類」です。

該当しない場合も、省略できない書類です！
連帯保証人、物上保証人がすべて空欄であっても、右上の
日付のみご記入のうえ、必ず提出してください。

（参照：信用保証マニュアル第７版_62 ～ 63頁）

原則、必ず提出してください。
提出の際は、前回申込時と同じ内容ではなく、現状を踏ま
えた内容にしてください。
※再保証（前回と同条件での短期繰り返し保証）の際は、
省略できる場合があります。

（参照：信用保証マニュアル第７版_74 ～ 75頁）

通常、初めての申込の際に提出をお願いしておりますが、
すでに利用があるが、内容が大きく変わっている場合も、
同様に提出してください。

（参照：信用保証マニュアル第７版_72 ～ 73頁）

※その他ご不明点等は、当協会窓口にお問い合わせください。

①　保証人等明細（保証委託申込書裏面）

②　申込人（企業）概要

③　調査書

ご協力をよろしく
お願いします！
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「　　信用保証協会電子受付システム」運用開始についてお知らせ

　９月18日、ひまわり信用金庫様が開催する「事業承継
支援及び融資制度概要の説明研修会」の講師として、当協
会いわき支店職員２名が参加しました。
　研修会では、福島県事業承継・引継支援センター様より
事業承継支援に関するご案内、その後当協会より、業務内
容や各種制度資金の特色、保証申込時の留意点などを中心
に説明しました。渉外担当のみなさまにご参加いただき、
当協会としても大変有意義な機会となりました。
　今後も、県内中小企業者が抱える課題の解決に向けて、
関係機関と連携を強化し、支援に努めてまいります。

　９月６日放送、福島テレビ「サタふく」のビビット通信コーナー
において、当協会の取組や今後開催予定のセミナーについて紹介さ
せていただきました。当協会YouTubeチャンネルにてアーカイブ
配信中です。経営支援課の職員２名が出演しております！
ぜひご覧ください！

　新たに、白河信用金庫と「信用保証業務の電子化に関する覚書」を締結し、「信用保証協会電子受付
システム」の運用を開始いたしました。
　電子受付システムの導入に伴い、融資実行までのリードタイムが短縮、それにより利用者への資金供
給が一層迅速化されるほか、申込書類の郵送や持ち込みが不要となり金融機関の事務効率向上も図られ
ます。本システムは、全国の信用保証協会で普及を推進しています。

　■運用開始機関（新規追加）

▲番組出演　左から山田隼誠主査、植木千紘さん

みずほ銀行　三井住友銀行
福島信用金庫　郡山信用金庫　須賀川信用金庫
白河信用金庫　会津信用金庫　あぶくま信用金庫

ひまわり信用金庫様の研修会に講師として参加しました

情報番組に出演しました！
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　９月３日、12日に、『１Day仕事体験　ステップ２』を開催しました。あわせて12名の学生に参加い
ただき、当協会の特色についての説明、グループワークを用いた業務体験、職員との座談会を行いました。
　参加した学生からは、「財務諸表を見て計算する体験は初めてで楽しかった。」 「前回のグループワー
クより発展した内容で難しく、より頭を使ったが充実していた。」 「踏み込んだ内容を、意見を出し合い
ながらブラッシュアップしていくことで学びが深まった。」などの意見を頂戴し、当協会にとっても有
意義な機会となりました。

「１Day仕事体験」を開催しました！

〈当協会からの説明〉 〈グループワークの様子〉 〈先輩職員との座談会〉

セミナーを開催します！

▼詳細はこちら！

多くのご参加を
お待ちしております！
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　次頁より、９月末時点の状況についてお知らせいたします。
　引き続き県内中小企業の資金繰り支援・経営支援に向け、信用
保証制度の利活用にご協力を賜りますようお願い申し上げます。

各種感謝制度各種感謝制度

・ランキング中間発表・ランキング中間発表

12頁から公開！

上 期上 期

雪うさぎ雪うさぎ女性支援女性支援
チームチーム 　　　　　　　　　が

創業前から創業後も
女性のみなさんをサポートします！

「雪うさぎ」は当協会の女性職員で構成されたチームです。
女性創業者や女性経営者のみなさまが気軽に相談できる窓口として発足されました。
みなさまの不安やお悩みに寄り添い、伴走支援をいたします。
雪うさぎの活動内容については、当協会のホームページに掲載をしております。
これまで開催したセミナーの様子も紹介しておりますので、せびご覧ください！　

ご相談
お待ちしています！

チーム名「雪うさぎ」の由来
福島市から望む「吾妻山」の山肌に早
春に姿を見せる雪うさぎは、種をまく
時期をおしえる「種まきうさぎ」とも
呼ばれています。私たちも「女性創業
者や女性経営者のみなさまをサポー
トしたい」という想いを込めました。

女性支援チーム
イメージキャラクター

ふたば
芽吹きの象徴の双葉。二枚の葉を起
業者と協会に見立て「ふたば」と名
付けました。
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⑴　実施期間　令和７年４月１日～令和８年３月31日（保証実行ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象基準　①今期末（令和８年３月31日）の保証債務残高が前期末を上回っていること。
　　　　　　　②今期末の延滞率（延滞残高／保証債務残高）が2.0％以内であること。
　　　　　　　③今期末の代位弁済率（代位弁済額／保証債務残高）が平均代位弁済率以内であること。
⑶　表彰内容　上記基準を満たしている店舗で、今期末の保証債務残高が以下の群別毎に分類して、伸び

率の高い上位店舗に対し、感謝状を贈呈いたします。

９月末現在の各群別上位店舗は次のとおりです。

《第１群》保証債務残高　20億円以上

《第２群》保証債務残高　15億円以上20億円未満

《第３群》保証債務残高　12億円以上15億円未満

《第４群》保証債務残高　９億円以上12億円未満

《第５群》保証債務残高　６億円以上９億円未満

《第６群》保証債務残高　３億円以上６億円未満

１．中小企業支援　感謝制度

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 あぶくま信用金庫 本店 117.2 5 東邦銀行 郡山南支店 106.5
2 常陽銀行 福島支店 110.0 6 東邦銀行 原町支店 103.8
3 東邦銀行 北福島支店 108.2 7 二本松信用金庫 本店 103.7
4 東邦銀行 相馬支店 107.8 8 福島銀行 小名浜支店 103.1

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 東邦銀行 保原支店 113.8 5 大東銀行 喜多方支店 104.0
2 東邦銀行 郡山中町支店 112.9 6 いわき信用組合 内郷支店 102.5
3 東邦銀行 坂下支店 107.8 7 福島銀行 福島西支店 101.7
4 東邦銀行 小野支店 104.9 8 福島銀行 大槻支店 101.6

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 福島銀行 福島北支店 109.8 5 東邦銀行 桑野支店 104.2
2 東邦銀行 川俣支店 107.9 6 東邦銀行 内郷支店 103.5
3 福島銀行 植田支店 106.4 7 会津商工信用組合 本店 102.5
4 東邦銀行 東福島支店 104.2 8 東邦銀行 棚倉支店 101.1

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 東邦銀行 飯野支店 117.0 5 東邦銀行 高田支店 103.8
2 東邦銀行 桑折支店 110.0 6 会津信用金庫 南支店 103.5
3 東邦銀行 滝沢支店 109.6 7 大東銀行 いわき東支店 103.2
4 常陽銀行 白河支店 105.8 8 白河信用金庫 矢吹支店 102.3

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 福島信用金庫 森合支店 130.9 5 東邦銀行 泉支店 108.4
2 七十七銀行 原町支店 118.5 6 東邦銀行 勿来支店 106.5
3 七十七銀行 相馬支店 118.4 7 大東銀行 鹿島支店 106.0
4 福島銀行 大森支店 108.6 8 福島銀行 相馬支店 105.9

順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％） 順位 店　　　舗　　　名 前期末比（％）
1 秋田銀行 郡山北支店 135.4 5 白河信用金庫 釜の子支店 109.5
2 ひまわり信用金庫 鹿島支店 126.9 6 ひまわり信用金庫 内郷支店 109.3
3 東邦銀行 山口支店 116.5 7 相双五城信用組合 原町支店 108.3
4 ひまわり信用金庫 勿来支店 114.3 8 ひまわり信用金庫 湯本支店 108.0

− 12 −「保証月報 10 月号」



⑴　実施期間　令和７年４月１日〜令和８年３月31日（保証実行ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象企業　申込時に保証債務残高がない企業で、保証期間が１年以上のもの。
⑶　表彰内容　対象企業件数10企業（以後20企業、30企業…）を達成した金融機関の店舗に対し、その都

度、感謝状を贈呈いたします。

９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

２．新規企業支援　感謝制度

件数 店　　　舗　　　名 件数 店　　　舗　　　名

10 東邦銀行 原町支店 7 東邦銀行 本店

10 あぶくま信用金庫 本店 7 東邦銀行 三春支店

9 福島信用金庫 本店 7 東邦銀行 内郷支店

9 いわき信用組合 玉川支店 7 いわき信用組合 本店

8 東邦銀行 いわき営業部 6 東邦銀行 北福島支店

8 東邦銀行 小名浜支店 6 東邦銀行 須賀川支店

8 ひまわり信用金庫 湯本支店 6 会津商工信用組合 本店

件数 店　　　舗　　　名

10 あぶくま信用金庫 本店

8 東邦銀行 原町支店

7 福島銀行 郡山営業部

5 大東銀行 福島支店

5 会津信用金庫 猪苗代支店

5 福島信用金庫 桑折支店

4 東邦銀行 相馬支店

4 福島信用金庫 南支店

4 会津信用金庫 駅前支店

3 東邦銀行 本店

⑴　実施期間　令和７年４月１日～令和８年３月31日（保証承諾ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象基準　以下の対象制度の合計保証承諾件数が３件以上の上位10店舗
　　《対象制度》

⑶　表彰内容　上記基準を満たした上位10店舗に対し、感謝状を贈呈いたします。
　　　　　　　（注）件数が同数の場合は、企業数が優先し次いで金額の順位で決定します。

９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

３. 経営支援連携保証　感謝制度

①　経営力強化保証制度
②　福島県経営力強化保証制度
③　事業再生計画実施関連保証（感染症対応型、経営改善・再生支援強化型）制度
④　事業再生計画実施関連保証制度（改善サポート保証）
⑤　事業再生保証制度（事業再生）
⑥　事業再生円滑化関連保証制度（再生円滑）
⑦　福島県事業再生資金融資保証制度
⑧　オールふくしま経営支援対応資金融資保証制度
⑨　経営力向上関連保証制度
⑩　協調支援型特別保証制度

※取扱件数６件以上の店舗を掲載

※取扱件数３件以上の店舗を掲載
　（３件の場合、取扱金額100,000千円以上）
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※取扱件数２件以上の店舗を掲載
　（２件の場合、取扱金額50,000千円以上）

⑴　実施期間　令和７年４月１日～令和８年３月31日（保証承諾ベースとし、当協会処理日基準とする。）
⑵　対象基準　保証承諾金額上位５店舗（但し、承諾件数３件以上とする。）
　　　　　　　保証承諾件数上位５店舗（但し、承諾件数３件以上とする。）
⑶　表彰内容　上記基準を満たした店舗に対し、感謝状を贈呈いたします。

（注）重複して達成した場合は金額達成優先とします。
　　　金額同順位は件数上位、件数同順位は金額上位とします。

９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

４. ダブルサポート保証　感謝制度

店　舗　名 金　額 件数

東邦銀行 郡山中町支店 265,000 3

東邦銀行 郡山営業部 258,000 5

東邦銀行 本店 247,300 5

東邦銀行 北福島支店 200,000 1

東邦銀行 郡山南支店 185,000 2

東邦銀行 喜多方支店 164,000 2

あぶくま信用金庫 大熊支店 150,000 2

福島銀行 福島北支店 150,000 1

福島銀行 船引支店 145,000 3

大東銀行 船引支店 130,000 2

東邦銀行 植田支店 130,000 2

福島銀行 会津支店 120,050 3

ひまわり信用金庫 鹿島支店 102,500 2

東邦銀行 保原支店 100,000 2

郡山信用金庫 安積支店 90,000 2

福島銀行 郡山営業部 83,400 3

東邦銀行 桑野支店 80,000 1

東邦銀行 いわき鹿島支店 77,000 1

あぶくま信用金庫 本店 70,000 1

白河信用金庫 浅川支店 70,000 1

店　舗　名 件数 金　額

福島県商工信用組合 白河支店 6 62,200

会津商工信用組合 本店 6 46,300

東邦銀行 郡山営業部 5 258,000

東邦銀行 本店 5 247,300

東邦銀行 郡山中町支店 3 265,000

福島銀行 船引支店 3 145,000

福島銀行 会津支店 3 120,050

福島銀行 郡山営業部 3 83,400

福島県商工信用組合 松川支店 3 50,000

福島県商工信用組合 朝日支店 3 8,500

東邦銀行 郡山南支店 2 185,000

東邦銀行 喜多方支店 2 164,000

あぶくま信用金庫 大熊支店 2 150,000

大東銀行 船引支店 2 130,000

東邦銀行 植田支店 2 130,000

ひまわり信用金庫 鹿島支店 2 102,500

東邦銀行 保原支店 2 100,000

郡山信用金庫 安積支店 2 90,000

福島銀行 内郷支店 2 68,000

福島県商工信用組合 南福島支店 2 55,000

《承諾金額部門》　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）《承諾件数部門》　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※取扱金額70,000千円以上の店舗を掲載
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⑴　実施期間　令和７年４月１日～令和８年３月31日
⑵　対象基準　同保証制度債務残高増加（令和７年３月末比）上位10店舗
⑶　表彰内容　上記基準を満たした店舗に対し、感謝状を贈呈いたします。

９月末現在の上位店舗は、次のとおりです。

５．どっしりくん取り組み　感謝制度

店　舗　名 増加金額

東邦銀行 いわき営業部 138,000

東邦銀行 坂下支店 114,000

福島銀行 須賀川支店 101,000

東邦銀行 滝沢支店 92,000

東邦銀行 原町支店 70,000

東邦銀行 小名浜支店 65,000

常陽銀行 小名浜支店 60,000

福島銀行 小名浜支店 59,082

須賀川信用金庫 上町支店 50,000

東邦銀行 須賀川支店 50,000

東邦銀行 相馬支店 50,000

《債務残高増加額》　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

※前年度末比50,000千円以上の店舗を掲載

　セーフティネット保証５号の指定について、下記の通り告示が行われま
したのでお知らせします。
　詳細は、当協会HPか、中小企業庁HPにてご確認ください。

●セーフティネット保証５号
　指定期間：令和７年10月１日～令和７年12月31日
　（日本標準産業分類（平成25年10月改定）の細分類に基づく563業種が指定）

〈当協会ＨＰ〉

〈中小企業庁ＨＰ〉

セーフティネット保証５号の指定告示について
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順 保証債務 順 保証債務
位 残 高 位 残 高
１ 常陽銀行 郡山支店 9,738 92.4 51 福島銀行 福島南支店 2,270 103.0
２ 東邦銀行 本店 8,746 97.0 52 東邦銀行 方木田支店 2,217 96.4
３ 東邦銀行 郡山営業部 7,254 93.0 53 福島銀行 安積支店 2,215 99.1
４ 福島銀行 平支店 6,977 98.4 54 大東銀行 原町支店 2,210 88.4
５ 東邦銀行 いわき営業部 6,693 98.3 55 いわき信用組合 泉支店 2,141 95.8
６ 大東銀行 本店 5,327 94.1 56 大東銀行 矢野目支店 2,104 100.7
７ 東邦銀行 小名浜支店 5,060 101.2 57 常陽銀行 会津支店 2,098 97.3
８ 福島銀行 郡山営業部 4,584 99.6 58 福島銀行 船引支店 2,093 103.7
９ 福島銀行 本店 4,523 90.4 59 東邦銀行 南福島支店 2,084 100.4
10 東邦銀行 会津営業部 4,313 98.8 60 郡山信用金庫 安積支店 2,061 92.1
11 大東銀行 須賀川支店 4,275 95.3 61 東邦銀行 田島支店 1,988 93.2
12 大東銀行 安積支店 3,905 93.1 62 福島県商工信用組合 桜通支店 1,965 89.2
13 福島県商工信用組合 本店 3,855 92.6 63 いわき信用組合 郷ヶ丘支店 1,904 93.0
14 東邦銀行 喜多方支店 3,776 96.0 64 福島銀行 湯本支店 1,868 117.2
15 東邦銀行 原町支店 3,683 103.1 65 大東銀行 金屋支店 1,867 106.0
16 大東銀行 富久山支店 3,542 94.4 66 いわき信用組合 玉川支店 1,832 98.9
17 大東銀行 平支店 3,464 94.6 67 東邦銀行 二本松支店 1,822 86.6
18 常陽銀行 平支店 3,439 107.7 68 東邦銀行 郡山中町支店 1,817 111.6
19 大東銀行 福島支店 3,383 94.5 69 大東銀行 喜多方支店 1,800 99.3
20 大東銀行 本宮支店 3,343 94.3 70 いわき信用組合 内郷支店 1,794 95.2
21 福島信用金庫 本店 3,286 90.7 71 福島銀行 喜多方支店 1,793 103.8
22 大東銀行 方八町支店 3,233 90.8 72 足利銀行 郡山支店 1,789 90.3
23 東邦銀行 会津一之町支店 3,232 102.2 73 東邦銀行 植田支店 1,789 90.2
24 東邦銀行 須賀川支店 3,108 97.6 74 福島銀行 原町支店 1,778 85.2
25 東邦銀行 白河支店 3,098 100.4 75 東邦銀行 安積支店 1,768 89.5
26 東邦銀行 北福島支店 3,061 109.3 76 東邦銀行 保原支店 1,766 118.0
27 東邦銀行 郡山南支店 3,043 103.0 77 福島銀行 大槻支店 1,725 92.6
28 常陽銀行 福島支店 3,016 105.3 78 福島信用金庫 東支店 1,720 93.6
29 福島銀行 須賀川支店 3,000 102.2 79 会津信用金庫 喜多方支店 1,719 98.7
30 福島銀行 小名浜支店 2,909 102.3 80 二本松信用金庫 本宮支店 1,699 87.5
31 福島銀行 会津支店 2,905 100.9 81 東邦銀行 福島西中央支店 1,686 110.7
32 いわき信用組合 本店 2,843 90.9 82 二本松信用金庫 金色支店 1,682 93.1
33 東邦銀行 郡山卸町支店 2,795 93.5 83 いわき信用組合 平支店 1,669 87.1
34 東邦銀行 郡山東支店 2,772 86.5 84 福島信用金庫 保原支店 1,665 88.7
35 東邦銀行 矢吹支店 2,739 107.7 85 福島銀行 二本松支店 1,652 99.8
36 二本松信用金庫 本店 2,720 107.3 86 福島銀行 福島西支店 1,637 93.5
37 東邦銀行 本宮支店 2,714 92.8 87 大東銀行 植田支店 1,622 88.5
38 福島銀行 白河支店 2,664 95.8 88 大東銀行 二本松支店 1,604 87.8
39 あぶくま信用金庫 本店 2,620 118.2 89 東邦銀行 小野支店 1,604 106.9
40 会津信用金庫 本店 2,619 94.5 90 会津信用金庫 亀賀支店 1,591 112.6
41 東邦銀行 相馬支店 2,551 99.8 91 東邦銀行 猪苗代支店 1,581 107.5
42 会津信用金庫 駅前支店 2,430 103.7 92 ひまわり信用金庫 小名浜支店 1,570 98.9
43 郡山信用金庫 本店 2,399 98.5 93 東邦銀行 坂下支店 1,520 111.8
44 東邦銀行 郡山北支店 2,396 104.7 94 常陽銀行 植田支店 1,518 89.1
45 大東銀行 会津支店 2,381 84.3 95 福島銀行 保原支店 1,487 99.9
46 福島信用金庫 南支店 2,371 103.1 96 常陽銀行 須賀川支店 1,475 95.7
47 大東銀行 小名浜支店 2,331 89.2 97 東邦銀行 いわき鹿島支店 1,468 90.1
48 大東銀行 白河支店 2,330 87.1 98 二本松信用金庫 安達支店 1,451 94.8
49 東邦銀行 富田支店 2,286 101.5 99 会津信用金庫 猪苗代支店 1,447 87.4
50 東邦銀行 湯本支店 2,282 108.2 100 東邦銀行 石川支店 1,447 91.6

金融機関　店舗別ランキング
１．保証債務残高上位 100 店舗

（単位：百万円、％）

※店舗統廃合の場合、前年比は統廃合前の数値としております。

前年比 前年比店　　　舗　　　名 店　　　舗　　　名

（令和７年９月末現在）
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順 順
位 件 数 位 件 数

１ 常陽銀行 郡山支店 10 １ 東邦銀行 原町支店 49

２ 東邦銀行 本店 15 ２ 東邦銀行 本店 53

３ 東邦銀行 保原支店 8 ３ 東邦銀行 いわき営業部 67

４ 福島銀行 本店 12 ４ 東邦銀行 郡山営業部 38

５ 福島銀行 会津支店 8 ５ 常陽銀行 郡山支店 31

６ 大東銀行 福島支店 7 ６ あぶくま信用金庫 本店 30

７ 東邦銀行 郡山南支店 5 ７ 福島銀行 平支店 39

８ 福島銀行 船引支店 9 ８ 東邦銀行 北福島支店 23

９ 東邦銀行 原町支店 14 ９ 大東銀行 本店 33

10 東邦銀行 郡山営業部 7 10 東邦銀行 喜多方支店 33

11 福島銀行 平支店 9 11 東邦銀行 郡山南支店 23

12 東邦銀行 小野支店 2 12 東邦銀行 相馬支店 31

13 大東銀行 須賀川支店 10 13 福島銀行 船引支店 33

14 大東銀行 船引支店 6 14 東邦銀行 小名浜支店 48

15 東邦銀行 二本松支店 9 15 大東銀行 須賀川支店 35

16 福島銀行 福島南支店 8 16 大東銀行 福島支店 17

17 会津信用金庫 駅前支店 6 17 福島銀行 須賀川支店 25

18 東邦銀行 いわき営業部 13 18 福島信用金庫 南支店 44

19 東邦銀行 白河支店 10 19 二本松信用金庫 本店 32

20 福島銀行 福島西支店 6 20 会津信用金庫 駅前支店 26

21 東邦銀行 四倉支店 4 21 大東銀行 平支店 23

22 福島銀行 須賀川支店 10 22 福島銀行 郡山営業部 37

23 あぶくま信用金庫 本店 6 23 東邦銀行 保原支店 17

24 須賀川信用金庫 桑野支店 4 24 福島銀行 本店 40

25 福島銀行 安積支店 7 25 福島銀行 小名浜支店 22

26 会津信用金庫 本店 8 26 東邦銀行 矢吹支店 37

27 大東銀行 矢野目支店 4 27 福島銀行 湯本支店 26

28 東邦銀行 北福島支店 7 28 福島銀行 福島南支店 27

29 福島信用金庫 南支店 8 29 常陽銀行 福島支店 18

30 大東銀行 安積支店 4 30 東邦銀行 会津営業部 29

順 順
位 位
１ 東邦銀行 いわき営業部 305 26 東邦銀行 喜多方支店 141
２ 東邦銀行 本店 275 27 福島信用金庫 南支店 141
３ 福島銀行 平支店 252 28 郡山信用金庫 安積支店 138
４ 常陽銀行 郡山支店 247 29 郡山信用金庫 本店 137
５ 福島銀行 本店 234 30 福島銀行 会津支店 134
６ いわき信用組合 本店 230 31 福島信用金庫 東支店 134
７ 福島信用金庫 本店 229 32 ひまわり信用金庫 本店 132
８ 福島県商工信用組合 本店 226 33 東邦銀行 白河支店 130
９ 東邦銀行 郡山営業部 221 34 福島銀行 白河支店 130
10 東邦銀行 会津営業部 218 35 福島県商工信用組合 桜通支店 130
11 東邦銀行 小名浜支店 203 36 大東銀行 安積支店 128
12 福島銀行 郡山営業部 194 37 須賀川信用金庫 郡山支店 127
13 大東銀行 本店 182 38 大東銀行 小名浜支店 126
14 東邦銀行 須賀川支店 178 39 二本松信用金庫 本店 125
15 いわき信用組合 平支店 169 40 福島信用金庫 吉井田支店 125
16 大東銀行 方八町支店 159 41 常陽銀行 平支店 123
17 東邦銀行 原町支店 158 42 福島銀行 小名浜支店 123
18 あぶくま信用金庫 本店 157 43 東邦銀行 郡山東支店 123
19 大東銀行 福島支店 154 44 いわき信用組合 郷ヶ丘支店 123
20 大東銀行 富久山支店 152 45 二本松信用金庫 本宮支店 120
21 会津信用金庫 本店 148 46 東邦銀行 郡山南支店 119
22 福島県商工信用組合 南福島支店 148 47 いわき信用組合 玉川支店 119
23 大東銀行 須賀川支店 147 48 福島信用金庫 北支店 119
24 大東銀行 平支店 145 49 福島信用金庫 保原支店 118
25 東邦銀行 矢吹支店 144 50 会津商工信用組合 喜多方支店 118

２．保証承諾上位 30 店舗

（単位：千円）

保 証 承 諾 保 証 承 諾

金 額 金 額店　　　舗　　　名 店　　　舗　　　名

452,100 1,409,630 

294,200 1,393,000 

294,000 1,372,820 

279,307 1,062,100 

273,500 929,592 

263,700 811,200 

261,000 807,730 

257,000 786,790 

235,000 765,630 

220,000 755,260 

216,000 728,600 

206,000 694,700 

196,500 691,300 

190,000 644,980 

187,700 638,100 

186,100 623,500 

185,000 594,500 

171,500 572,790 

157,150 566,907 

152,500 565,000 

152,000 561,180 

145,000 533,000 

144,000 531,390 

140,000 522,907 

130,900 522,000 

127,000 519,690 

126,000 503,676 

121,500 496,600 

120,000 467,300 

120,000 455,300 

※金額同順位の場合は、件数次いで企業数が多い方を上位とします。

３．保証利用企業数上位 50 店舗

※利用企業数が同数の場合は、債務残高が多い方を上位とします。

店　　　舗　　　名 店　　　舗　　　名利用企業数 利用企業数

（令和７年９月末現在）
（（当当 月月 中中）） （（当当 月月 末末））

（令和７年９月末現在）
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「継続サポート（どっしりくん）」承諾実績について

「創業関連保証」承諾実績について

「災害関係保証」・「東日本大震災復興緊急保証」承諾実績について

※災害特例保険（平成23年３月14日～）と東日本大震災復興緊急特例保険（平成23年５月23日～）を利用した保証を合
算して掲載しております。

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）

（単位：千円）

当月（９月）中 当　期　中
件　数 金　額 件数構成比 金額構成比 件　数 金　額 件数構成比 金額構成比

福 島 営 業 店 75 1,265,000 29.1 30.9 263 4,051,090 27.1 26.8

郡 山 支 店 84 1,190,000 32.6 29.1 286 4,281,000 29.5 28.3

白 河 支 店 10 126,200 3.9 3.1 68 991,700 7.0 6.6

会 津 支 店 40 699,000 15.5 17.1 156 2,567,800 16.1 17.0

い わ き 支 店 41 622,000 15.9 15.2 162 2,476,880 16.7 16.4

相 双 支 店 8 190,000 3.1 4.6 36 745,000 3.7 4.9

合 計 258 4,092,200 100.0 100.0 971 15,113,470 100.0 100.0

当月（９月）中 当　期　中
件　数 金　額 件数構成比 金額構成比 件　数 金　額 件数構成比 金額構成比

福 島 営 業 店 8 28,900 47.1 38.6 40 155,100 32.0 25.6 

郡 山 支 店 1 3,000 5.9 4.0 34 188,159 27.2 31.0

白 河 支 店 0 0 0.0 0.0 5 43,000 4.0 7.1

会 津 支 店 2 4,500 11.8 6.0 12 60,930 9.6 10.0

い わ き 支 店 4 22,000 23.5 29.4 30 138,650 24.0 22.8

相 双 支 店 2 16,500 11.8 22.0 4 21,100 3.2 3.5

合 計 17 74,900 100.0 100.0 125 606,939 100.0 100.0

平成23年３月14日～
令和７年３月末日迄 当　月　中 当月末（令和７年度） 累　計

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

福 島 営 業 店 9,008 162,169,412 57 1,312,850 252 6,126,264 9,260 168,295,676
（うち、ふくしま復興） 8,772 156,504,272 52 1,264,600 230 5,895,768 9,002 162,400,040
郡 山 支 店 11,173 220,636,287 31 578,100 242 6,673,499 11,415 227,309,786
（うち、ふくしま復興） 10,234 204,294,969 27 454,100 236 6,535,906 10,470 210,830,875
白 河 支 店 2,792 49,776,309 11 319,000 47 1,150,570 2,839 50,926,879
（うち、ふくしま復興） 2,699 47,774,007 9 269,000 45 1,100,570 2,744 48,874,577
会 津 支 店 4,891 89,199,696 22 521,000 124 2,894,936 5,015 92,094,632
（うち、ふくしま復興） 4,757 87,213,430 19 437,000 113 2,688,000 4,870 89,901,430
い わ き 支 店 6,015 117,538,379 25 585,000 171 4,514,830 6,186 122,053,209
（うち、ふくしま復興） 5,321 107,304,899 24 575,000 163 4,264,970 5,484 111,569,869
相 双 支 店 2,102 48,943,943 16 293,000 88 2,170,130 2,190 51,114,073
（うち、ふくしま復興） 2,050 47,248,254 16 293,000 87 2,150,130 2,137 49,398,384
合 計 35,981 688,264,025 162 3,608,950 924 23,530,229 36,905 711,794,254
（うち、ふくしま復興） 33,833 650,339,830 147 3,292,700 874 22,635,344 34,707 672,975,174
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